
「
消
費
税
を
引
き
上
げ
る
な
」

「
年
金
引
き
下
げ
反
対
」
「
中

小
業
者
の
生
活
を
守
れ
」
３
月

13
日
、
重
税
反
対
全
国
統
一
行

動
に
呼
応
し
て
、
中
川
区
で
も

確
定
申
告
の
中
小
業
者
、
年
金

者
、
女
性
ら
が
集
ま
っ
て
、
尾

頭
橋
で
集
会
、
デ
モ
行
進
を
行

い
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
続
々

と
貸
し
切
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

や
徒
歩
、
自
転
車
で
、
尾
頭
橋

公
園
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

西
部
民
商
・
森
副
会
長
の
司

会
で
集
会
が
始
ま
り
、
坂
野
会

長
、
金
井
弁
護
士
、
日
本
共
産

党
の
月
東
南
西
地
区
委
員
長
か

ら
の
挨
拶
、
新
日
本
婦
人
の
会

の
小
出
さ
ん
が
集
会
決
議
を
提

案
し
、
参
加
者
は
傘
を
上
げ
て

採
択
し
ま
し
た
。
最
後
に
中
川

年
金
者
組
合
の
風
岡
支
部
長
が

閉
会
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

集
会
後
は
中
川
税
務
署
ま
で

デ
モ
行
進
。
「
消
費
税
増
税
反

対
！
秘
密
保
護
法
は
廃
止
を
！

原
発
は
廃
止
！
平
和
憲
法
守
れ
！
」

と
口
々
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

で
、
尾
頭
橋
商
店
街
や
ド
ラ
イ

バ
ー
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

中
川
税
務
署
前
で
は
、
年
金

者
組
合
の
風
岡
支
部
長
が
要
望

書
を
総
務
課
長
に
手
渡
し
、
参

加
者
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
申
告

書
の
い
っ
せ
い
提
出
を
行
い
ま

し
た
。

新
川
を
は
さ
ん
で
、
正
色
学

区
が
あ
る
下
之
一
色
と
江
松
を

つ
な
ぐ
正
江
橋
（
仮
称
）
の
建

設
が
江
松
側
で
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
市
道
万
場
藤
前
線
の
一
部

で
す
。
下
之
一
色
は
、
国
道
１

号
線
の
拡
幅
、
庄
内
川
、
新
川

の
堤
防
改
修
、
南
部
地
域
の
区

画
整
理
、
そ
し
て
、
市
道
建
設

で
、
立
ち
退
き
が
相
次
ぎ
、
居

住
者
の
減
少
、
そ
れ
と
と
も
に

高
齢
化
率
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

正
江
橋
（
仮
称
）
の
下
之
一
色

側
の
上
り
坂
の
長
さ
は
２
２
０

ｍ
以
上
あ
り
、
歩
道
を
高
齢
者

や
身
障
者
が
利
用
す
る
に
は
大

変
で
す
。

そ
こ
で
、
正
江
橋
（
仮
称
）

を
考
え
る
会
（
呼
び
か
け
人

西
川
恭
子
、
松
波
久
美
子
）
が

発
足
し
、
①
橋
の
途
中
途
中
に

ベ
ン
チ
を
置
き
、
敬
老
カ
ー
な

ど
の
人
が
休
憩
で
き
る
よ
う
に
、

②
地
域
を
橋
に
よ
っ
て
南
北
に

分
断
し
な
い
で
ほ
し
い
、
な
ど

の
要
望
署
名
を
１
４
４
７
筆
集

め
、
３
月
18
日
、
名
古
屋
市
道

路
建
設
課
に
（
２
面
右
下
へ
）
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今
月
か
ら
、
消
費
税
が
５
％

か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
来
年
10
月
か
ら
は
、
10
％

へ
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
法
律
で
、
景

気
が
悪
け
れ
ば
中
止
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
▼
消
費
税
は
、
事

業
者
が
、
売
り
上
げ
に
か
か
る

消
費
税
か
ら
、
仕
入
れ
に
か
か
っ

た
消
費
税

を
差
し
引

い
て
税
務

署
に
払
い

ま
す
▼
と
こ
ろ
が
、
輸
出
の
場

合
は
消
費
税
の
課
税
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
輸
出
企
業
に

は
、
仕
入
れ
に
か
か
っ
た
消
費

税
を
戻
す
仕
組
み
で
す
。
こ
れ

が
、
消
費
税
の
輸
出
還
付
金
▼

２
０
１
１
年
度
分
の
還
付
額
を
、

佐
々
木
憲
昭
衆
院
議
員
が
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
豊
田
税
務
署

は
、
２
６
６
億
円
の
納
税
額
に

対
し
、
１
３
６
０
億
円
還
付
し
、

差
し
引
き
１
０
９
２
億
円
余
の

赤
字
で
す
。
輸
出
大
企
業
は
、

中
小
企
業
や
下
請
け
に
対
し
単

価
を
買
い
た
た
く
こ
と
が
多
く
、

そ
の
場
合
、
下
請
け
に
「
払
わ

な
か
っ
た
」
消
費
税
分
ま
で
税

務
署
か
ら
還
付
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
▼
消
費
税
は
、
大

企
業
の
利
益
と
な
り
、
中
小
企

業
、
下
請
け
は
利
益
が
減
る
仕

組
み
。
労
働
者
の
賃
金
も
下
が

り
っ
ぱ
な
し
▼
税
金
の
使
い
方

を
変
え
、
税
金
の
在
り
方
を
変

え
る
。
大
企
業
の
内
部
留
保
に

メ
ス
を
入
れ
る
。
こ
れ
が
本
当

の
財
政
危
機
打
開
策
で
す
。

消
費
税
増
税
中
止
の
一
点
で

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
４
月
17
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

八幡本通りを行進する参加者のみなさん（左から3人目坂野民商会長）

消
費
税
増
税
反
対

雨
の
中
３
・
13
重
税
反
対
統
一
行
動

中
川
税
務
署
に
要
望
書
提
出

人
に
や
さ
し
い
正
江
橋
へ

新
川
に
新
橋
（
一
色
、
江
松
）

正
江
橋
（
仮
称
）
考
え
る
会



３
月
22
日
、
江
上
ひ
ろ
ゆ
き

元
議
員
を
先
頭
に
、
日
本
共
産

党
中
川
区
委
員
会
は
朝
10
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
、
中
川
区
内

11
か
所
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
宣
伝
を

行
い
ま
し
た
。

消
費
税
引
き
上
げ
中
止
を
。

集
団
的
自
衛
権
や
日
本
軍
慰
安

婦
問
題
に
つ
い
て
見
解
な
ど
暮

ら
し
の
土
台
で
あ
る
平
和
の
話
。
、

景
気
回
復
と
消
費
税
に
頼
ら
な

い
税
制
の
在
り
方
。
名
古
屋
市

政
が
、
安
倍
暴
走
の
防
波
堤
と

な
っ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

市
政
に
立
つ
こ
と
を
求
め
て
、

話
が
さ
れ
ま
し
た
。

八
熊
の
ス
ー
パ
ー
前
（
写
真
）

で
は
、
日
本
共
産
党
の
党
名
の

話
に
共
感
の
拍
手
が
あ
り
ま
し

た
。

３
月
20
日
、
新
年
度
予
算
な
ど

を
審
議
す
る
名
古
屋
市
議
会
が

閉
会
し
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
と
と
も
に
、
年

金
の
引
き
下
げ
、
70
歳
か
ら
74

際
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
１
割

か
ら
２
割
へ
の
改
悪
、
特
養
の

入
所
制
限
な
ど
安
倍
暴
走
に
対

し
て
、
市
民
の
防
波
堤
と
な
る

市
予
算
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
河
村
市
長
と
、

自
民
、
公
明
、
民
主
、
減
税
日

本
な
ど
は
、
さ
ら
な
る
福
祉
削

減
、
消
費
税
増
税
で
公
共
料
金

値
上
げ
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
改

悪
さ
れ
た
福
祉
の
復
活
、
金
持

ち
減
税
で
福
祉
削
減
の
市
民
税

減
税
分
１
１
７
億
円
の
中
止
、

リ
ニ
ア
新
幹
線
開
業
前
提
の
名

古
屋
駅
前
開
発
な
ど
大
型
開
発

を
や
め
、
財
源
確
保
す
る
予
算

の
組
み
替
え
を
提
案
し
ま
し
た

が
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

大
震
災
、
原
発
事
故
か
ら
３

年
。
大
震
災
全
体
で
は
、
27
万

人
、
原
発
事
故
で
は
、
13
万
５

千
人
の
方
が
、
今
な
お
、
仮
設

住
宅
な
ど
で
厳
し
い
避
難
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
で
も
、
南
海
ト
ラ

フ
に
伴
う
連
動
大
地
震
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
元
市
議
ら
は
、

３
月
11
日
夕
方
、
高
畑
で
原
発

ゼ
ロ
、
浜
岡
原
発
再
稼
働
反
対
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
を
訴

え
ま
し
た
。
（
写
真
）

庄
内
川
に
か
か
る
一
色
大
橋

の
架
け
替
え
に
伴
い
、
市
バ
ス

停
留
所
「
一
色
大
橋
」
が
移
設

さ
れ
、
強
い
北
風
に
利
用
者
が

憲
法
改
悪
反
対
中
川
共
同
セ

ン
タ
ー
の
参
加
者
が
、
３
月
９

日
、
憲
法
９
条
を
守
ろ
う
、
と

「
九
の
日
」
宣
伝
を
、
野
田
フ
ィ
ー

ル
前
で
行
い
ま
し
た
。
（
写
真
）

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
元
市
議
も
参

加
。
日
本
へ
の
攻
撃
も
な
い
の

に
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
戦
争

す
る
集
団
的
自
衛
権
の
危
険
性
、

安
倍
首
相
が
憲
法
解
釈
で
行
使

す
る
動
き
を
批
判
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
権
力
者
を
縛
る
た
め

に
あ
る
憲
法
を
守
る
一
点
で
の

共
同
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

安
倍
さ
ん
は
怖
い
で
す
、
負

け
な
い
よ
う
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
、
と
声
が
あ
り
ま
し
た
。

困
っ
て
い
ま
す
。
江
上
ひ
ろ
ゆ

き
元
市
議
が
、
早
朝
宣
伝
を
行
っ

て
い
る
と
、
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
早
速
、
地
元
日
本
共
産
党

一
色
支
部
は
、
「
風
よ
け
を
つ

く
れ
」
の
要
望
署
名
を
集
め
、

３
月
18
日
、
交
通
局
自
動
車
施

設
課
に
提
出
し
ま
し
た
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

４
月
の
早
朝
宣
伝

１
日

火

下
之
一
色

４
日

金

近
鉄
戸
田

７
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

８
日

火

Ｊ
Ｒ
春
田

11
日

金

高
畑

15
日

火

名
鉄
山
王

18
日

金

近
鉄
伏
屋

21
日

月

金
山
北
口

22
日

火

万
場
小
橋

24
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

25
日

金

昭
和
橋

７
時
半
か
ら
８
時
過
ぎ

（
１
面
か
ら
）
要

求
署
名
を
提
出
し

ま
し
た
。
考
え
る

会
の
活
動
に
は
、

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
元

市
議
も
参
加
し
、

提
出
に
も
立
ち
会

い
ま
し
た
。
建
設

課
長
は
、
「
検
討

し
ま
す
」
と
回
答

し
ま
し
た
。

少
し
で
も
地
域

の
皆
さ
ん
が
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
と
参
加

者
は
訴
え
て
い
ま

し
た
。

市
議
選
勝
利
キ
ャ
ラ
バ
ン

消
費
税
増
税
転
嫁
予
算
議
決

３
・
11
を
忘
れ
な
い

海
外
で
戦
争
す
る
国
に
し
な
い

安
倍
暴
走
の
防
波
堤
に

安
倍
暴
走
を
追
認
す
る
予
算

浜
岡
原
発
再
稼
働
反
対

一
色
大
橋
バ
ス
停
に
風
よ
け
を

日
本
共
産
党
予
算
組
替
案
提
出

日
本
共
産
党
演
説
会

佐
々
木
憲
昭
衆
院
議
員

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
元
市
議

が
お
話
し
し
ま
す.

４
月
20
日
（
日
）

午
後
２
時

中
川
区
役
所
講
堂

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


